
◎恩給法等の一部を改正する法律 
（平成一九年三月三一日法律第一三号）   

一、提案理由（平成一九年三月一五日・衆議院総務委員会） 

○菅国務大臣 恩給法等の一部を改正する法律案につきまして、その提案理由及び内容

の概要を御説明申し上げます。 

 この法律案は、恩給制度について、恩給受給者の要望等を踏まえ、必要な改正を行う

ものであります。 

 次に、法律案の内容について、その概要を御説明申し上げます。 

 第一に、高齢化が著しい恩給受給者の要望等を踏まえ、公務関係扶助料の遺族加算の

年額を普通扶助料の寡婦加算の年額と同額に引き上げる等、扶助料制度間の不均衡是正

の措置を講ずることとしております。 

 第二に、恩給の年額改定方式について、恩給年額の水準を自動的に改定する制度を導

入することとしております。 

 第三に、重度障害の成年の子への転給について、公務員の死亡当時から引き続き重度

障害等の状態にあることを要件とすることとしております。 

 第四に、恩給の受給権が消滅した場合等における過誤払い分の金額について、事務の

合理化の観点から、相続人等に支払うべき扶助料からの充当等によって調整が可能とな

るよう規定を整備することとしております。 

 以上が、この法律案の提案理由及び内容の概要であります。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同あらんことをお願いいたします。 

二、衆議院総務委員長報告（平成一九年三月二三日） 

○佐藤勉君 ただいま議題となりました恩給法等の一部を改正する法律案につきまして、

総務委員会における審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、恩給受給者の要望等を踏まえ、扶助料制度間の不均衡是正の措置を講ずると

ともに、恩給年額の水準を公的年金の引き上げ率により自動的に改定する制度の導入等

を行おうとするものであります。 

 本案は、去る三月九日本委員会に付託され、同月十五日菅総務大臣から提案理由の説

明を聴取し、昨二十二日質疑を行い、これを終局いたしました。次いで、採決いたしま

したところ、本案は全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院総務委員長報告（平成一九年三月二九日） 

○山内俊夫君 ただいま議題となりました法律案につきまして、総務委員会における審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、高齢化が著しい恩給受給者の要望等を踏まえ、公務関係扶助料の遺族加

算の年額を普通扶助料の寡婦加算の年額と同額に引き上げる等、扶助料制度間の不均衡

是正の措置を講ずるとともに、恩給年額の水準を公的年金の引上げ率により自動的に改



定する制度の導入等を行おうとするものであります。 

 委員会におきましては、恩給制度の現状及びその評価と今後の見通し、扶助料制度間

の不均衡是正の意義、恩給年額の改定方式を見直す理由、恩給制度の対象とならない戦

争被害者に対する国の対応、郵政民営化後における恩給支払事務の確実な実施等につい

て質疑が行われました。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


